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直麹系昆虫君津に属するシロアリモドキ類は無栄養護型の卵巣小管をもつことが知られているが、卵形成につ

いてはNiwaet al. (1993 )が、卵母細胞の形態を中心にして、その概要を記載しているのみである。そのため

今回は、卵形五立の重要さな特重宝である議路線総一邸f李総抱境界土訟の形態的変化を、電子顕微鏡をFおいて観察した。
材料にはこれまで湾様、日本産シロアリモドキ類であるコケシロアリモドキOligo(ひ狩封1japoniω0孟ajimaの重量

成虫および終齢幼!t..を用いた。

結果

前卵黄形成初期一形成瀬胞巣内において、事担原級胞が体穫を婚加し、J'is核胞をもった若い卵母綴胞になると、

散在していた章者議総事態主主は務総繁を持長させ、その事持母懇誌のE議題を取号寝苦むようになる。このときすでに著書
母細胞表層では、ところどころで前議胞絢践に対して短い機械もを伸ばし始めている。

前卵黄形成中期 (Fig.1)一わずか数側の煽王子な減胞細胞が卵母細胞を取り悶むため、核が存在しない部分

の議胞上皮は槌めて薄い(厚d約0.15pm)。しかし卵母細胞の表衝では部分的に徽繊毛が発達する。このステー

ジでは競艇内小器震のほとんどが卵核騒潟辺の総抱号室に集会しているため、卵f新運抱表層域では均一に分布し

たりボソームと小数のミトコンドリアが観察されるのみである。

前卵黄形成後期 (Figs.2， 3)…ー濡平な液胞細胞がその数を増し、一定の摩さ(約3μm)の滅胞上皮が卵母

綴胞を取り臨むようになる。このとき、以前まで部分的に発途していたi数紋毛i訴事母綴施表蕗の全域に見られ
るようになる。この後、卵黄形成期に近づくにつれ、議胞細胞は立方形 (5X 5μm)となり、核も球形になる

がやがて中央付近に強いくぴれを生じる。卵f号線総波留の徴紋もも急速に発途し、このステージの終りには徽

終毛の義幸1¥の綴施策に、ピノソ…ムが現われ始める。

卵黄形成前期 (Fig.4) -i感~細胞は円柱状(15X10μm)となり、ダルマ状の核が細胞質の大部分を占める。

卵母細胞表面の微級王色はこのステージで最もよく発途して、マイクロピノサイトーシスが活発に行われる。そ

の結果多数のピノソームが形成されると共に、それらは集合して球状になる。やがてこの集合体の中心部分は

電子密愛が高くなり、さらに発達すると集合体の震関に震が形成され、高電子密度の毒草分が全体に広がり、最

終的にはタンパク質性卵黄類絞となる。

卵黄形成後期 (Fig.5)一議総細胞問および液抱細胞と卵母総胞との間にp細胞潤隙(最大幅:約lOpm)が生

じ、そこに高電子宮容獲の物質が充満する。この物繁は害容母細胞淡溺;こ付着し、マイクロピノサイトーシJえによっ
て卵母繍胞内に取り込まれる。そのためこのステージでみられるピノソーム内には高官恵子密度の物質が含まれ

ており、卵黄形成前期に見られたものとは異なる。このピノソ…ムは、卵母織胞内にすでに存夜しているタン

パク業後緑黄綴殺に議会する。

卵黄膜形成期 CFig.6)ー卵滋形成期の終了とともに細胞間隙は消失し、体積カf増加した立方形 (20X20μm)

のi慮胞細胞カ'J'is母細胞を取り閤Uo慮胞細胞は球形の核(直径約13pm)をもち、細胞質にはラメラ状の粗聞小
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Figs. 1-7 Diagrammatic figures representing ultrastructure of the follicular cells surrounding 

oocyte of Oligotoma japonica. 1-3. Previt巴llogenicstages. 4.5. Vitellogenic stages. 6. 

Vitelline membrane formation stage. 7. Choriogenic stage. Scales 3μm. bm: base-

ment membrane， ch: chorion， er: rough-surfaced endoplasmic reticulum， fe: follicular 

epithelium， fy: fatty yolk globule， is: intercellular space， n: follicular cell nucleus， 0: 

oocyte， p: pinosome， py: proteid yolk globule， vm: vitelline membrane 
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胞体が目立って観察されるほか、卵黄膜前駆物質カ~J1ß母総総督君!の表層域に免られる。

卵殻形成鶏 (Fig.7)一卵殻形成が開始されると、 i犠胞線胞は急速に騎手(13x 25pm)となり、紙総質には
断片状の粗Ai小胞体が数主Eする。また、核内のクロマチンは卵黄線形成期のものよりもやや凝集する。
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